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（ 受賞者記念写真の様子 ） 

氏） 

（ 講演の様子 ） 

氏） 

（ 諮問書を手交する様子 ） 

氏） 
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■高校生が知事表敬をしました 

令和５年１２月１７日（日）にアイーナで開催された

「岩手の高校生 サイエンス＆エンジニアリング・チャ

レンジコンテスト」で、第１位（岩手県知事賞）を受賞

した、盛岡中央高等学校「ハスクレイ班」の皆さんが、

２月１日（木）に知事を表敬訪問しました。 

表彰式では、受賞した皆さんに佐藤教育長から、一

人ひとりの科学的思考力や課題解決能力の向上にな

るとともに、よりよい社会の実現へとつながるものと

激励がありました。 

 

 

■岩手県生涯学習推進研究発表会を開催しま

した 

２月１日（木）、２日（金）に「岩手県生涯学習推進研

究発表会」（岩手の人づくり・つながりづくり・地域づ

くりフォーラム 2023）を開催しました。県内外から

168名参加いただきました。 

１日目は、「SDGｓ（持続可能な開発目標）の実現

に向けた社会教育の役割と課題に関する研究」、「地

域づくりにおける公民館等の役割と課題に関する研

究～震災後の地域復興・地域創造に焦点を置いて～」

の２本の研究発表と協議が行われました。 

２日目は、「住民の地域防災力を高めるために、公

民館等はどのように関わっていけばよいか」をテーマ

としたパネルディスカッションを行い、東京都立大学

人文社会学部教授 野元弘幸氏が「地域防災における

社会教育の役割-災害に強いまちづくりを目指す公民

館」をテーマに講演しました。 

能登半島地震や東日本大震災津波の調査から見え

てきた災害に強いまちづくりや、公民館等の役割につ

いて多くのことを学ぶことができました。 

 
 

 

■令和５年度第２回岩手県文化財保護審議会

を開催しました 

２月２日（金）、盛岡地区合同庁舎において、審議会

を開催しました。 

佐藤教育長から審議会会長で盛岡大学名誉教授の

熊谷常正氏に諮問し、県指定文化財の指定について

審議が行われました。 

審議の結果、無形民俗文化財「盛岡八幡宮祭りの

山車行事」と「山田の神幸行事」の２件が新たに岩手

県指定文化財とすることとして答申されました。 

 
 

 

 

～ 教育委員会の令和６年１月から令和６年３月までの歩み ～ 

Ⓡわんこきょうだい 
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（ 「６０（ロクマル）プラス）」優良実践校の表彰の様子 ） 

氏） 

（ 千々布敏弥氏による講演の様子 ） 

氏） 

（ 佐々木会長から佐藤教育長への答申 ） 

氏） 

■「６０（ロクマル）プラスプロジェクト」推

進事業実践交流会を開催しました 

２月２日（金）にサンセール盛岡において、令和５年

度「６０（ロクマル）プラスプロジェクト」推進事業実

践交流会を開催しました。優良実践校の代表者を含め

５４名が参加しました。 

今年度の優良実践校として、小学校１１校、中学校３

校に加え、高等学校及び特別支援学校各１校が初め

て表彰されました。 

また、埼玉大教授の戸部秀之氏から講演をいただ

き、児童生徒への動機づけ、行動変容そして自己実現

を目指した指導の在り方について学びを深めました。

さらに、優良実践校の実践をもとに意見交流を行い、

次年度以降の実践につながるアイディアを共有するこ

とができました。 

 
 

■「これからの教育振興基本対策について」

答申を受けました 

２月１６日（金）、岩手県教育振興基本対策審議会

の佐々木修一会長から「これからの教育振興基本対

策について」の答申を受けました。 

当審議会へ、令和５年５月１６日に同内容について

諮問し、全５回の会議を通じて、今後の教育施策の方

向性について議論いただきました。 

今回の答申をもとに、本県における教育の振興の

ための施策に関する基本的な計画となる、「岩手県教

育振興計画（2024～2028）」を３月に策定しました。 

答申の内容は、県ＨＰに掲載しています。 

 

 

■岩手県教育研究発表会を開催しました 

２月７日（水）から９日（金）の３日間、総合教育セン

ター、生涯学習推進センター及び花巻温泉を会場とし

て、令和５年度（第６７回）岩手県教育研究発表会を開

催しました。 

８日（木）には、開会行事と講演が行われ、佐藤教

育長による趣旨説明がありました。 

その後、国立教育政策研究所総括研究官の千々布

敏弥氏による「主体的・対話的で深い学びを実現する

教師エージェンシー」と題して講演をいただきました。

開会行事、講演には２５０名を超える参加者が詰めか

け、興味深い内容に熱心に耳を傾けていました。 

今年度は３つの特設分科会、１７の分科会が行われ、

３日間で延べ 1,200 名を超える教育関係者が集合

型の参加者として会場を訪れました。一方、YouTube

を活用したオンラインでの参加者は、ライブ型配信で

は５２８名、２月７日（水）から３月７日（木）までのオン

デマンド型配信では８４３名が視聴し、延べ1,370名

以上の教育関係者が様々な実践研究に触れ、「主体

的に学び続ける教師」の姿を体現しました。 

 

 

■令和５年度「いわての復興教育」児童生徒実

践発表会を開催しました 

１月２６日（金）に盛岡市民文化ホールにおいて、

「いわての復興教育」児童生徒発表会を開催しました。 

この発表会は、児童生徒が「いわての復興教育」で

学んだことを表現することで、相互の学びの交流を進

め、ふるさとに対する誇りと愛着を深め、「いわての復

興教育」の推進に資するものです。 

釜石中学校は、「「岩手の今を見つめる」～未来の

ために私たちができること～」をテーマに防災学習、

震災学習、職場体験などを実践したことについて発表

しました。 
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（ 釜石中学校の皆さん ） 

氏） 

（ 山田小学校の皆さん ） 

氏） 

（ 宮古恵風支援学校の皆さん ） 

氏） 

（ 高校生のパネルディスカッション ） 

氏） 

（ 連携会議の様子 ） 

氏） 

（ 表彰受賞者の皆さん ） 

氏） 

 

 

山田小学校は、復興教育の３つの柱、震災学習列車

の活用、青山小学校との交流活動を通して学んだこと

について発表しました。 

 

 

宮古恵風支援学校は、小学部、中学部、高等部の全

ての学部で復興教育に取り組んだことを発表し、冬の

風物詩「新巻鮭」の作り方をわかりやすく発表しまし

た。 

 

 

パネルディスカッションでは、大迫高校・金ケ崎高

校・大船渡高校・岩泉高校が、「復興教育を通じて自

分が変化したこと」、「他校の取り組みに対して感じた

こと」、「今後の学び」について考え、自分たちの言葉

で発表しました。 

 

 

 

 

■令和５年度第２回岩手県幼児教育推進連携

会議を開催しました 

２月１４日（水）、盛岡地区合同庁舎において、就学

前教育に関係する部局、各就学前教育施設の団体や

医師会、小学校長会、養成大学等の機関の代表から

なる構成員が参集し、開催しました。 

いわて幼児教育センター事業の実施報告と次年度

計画の説明、保育者の研修を推進する「岩手県保育

者のための学びのらしんばん活用ガイド」等刊行物の

紹介を行ったほか、保育の質の向上を図るため取り組

むべきこと（研修の機会の保障、人材育成等）につい

て協議しました。 

 
 

■岩手県教育委員会教育長表彰を行いました 

岩手県教育委員会では、職務に関する研究開発や

教育活動における指導法の工夫改善、校務事務の運

営改善等に取り組み、優れた成果を挙げた教職員を

対象に教育長表彰を行っています。 

２月１３日（火）に令和５年度第２回表彰式を行い、

３名、６団体を表彰しました。 
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「岩手県教育委員会ＷＥＢフォトニュース」に関する御意見・お問い合わせはこちらまで 

〒020-8570 岩手県盛岡市内丸10番1号 岩手県教育委員会事務局教育企画室 

TEL：019-629-6106  FAX：019-629-6119  E-mail：DB0001＠pref.iwate.jp 

 

 

 

■令和５年度第２回岩手県はばたき賞表彰式

を開催しました 

県教育委員会では、学校教育の一層の充実を図る

ため、本県の児童生徒等の他の模範となる行為や活

動を表彰しています。 

２月６日（火）、サンセール盛岡で今年度第２回目の

表彰式を行い、善行表彰６個人、３団体、奨励表彰１７

個人、９団体の皆さんに佐藤教育長から表彰状と記念

品を授与しました。 

表彰式では、受賞した皆さんに佐藤教育長から未

来に向けて、これからの社会に大きくはばたき、一層

の活躍とふるさと岩手の発展にも力を発揮してほしい

と激励がありました。 

また、受賞者を代表して福岡高等学校３年、久保田

蓮さんがあいさつをしました。 

 

【はばたき賞受賞者一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

受賞者 項目 

紫波町立紫波第一中学校 

１年 竹内 優人 
善行 

花巻市立東和中学校 

３年 藤根 美希 
善行 

花巻市立東和中学校 

３年 大坂 雪乃 
善行 

花巻市立東和中学校 

３年 小田島 舞佳 
善行 

花巻市立東和中学校 

３年 鎌田 綺寧 
善行 

花巻市立東和中学校 

３年 藤浪 愛菜 
善行 

洋野町立中野中学校 善行 

宮古市立津軽石中学校 

文化祭郷土芸能法の脇獅子舞グループ 
善行 

高田高等学校 善行 

宮古市立津軽石小学校 

４年 佐々木 海寧 
奨励 

滝沢市立鵜飼小学校 

４年 佐藤 実陽 
奨励 

雫石町立雫石小学校 

５年 古舘 皇 
奨励 

雫石町立雫石小学校 

６年 大村 和花子 
奨励 

受賞者 項目 

山田町立山田中学校 

１年 山﨑 陸虎 
奨励 

北上市立黒沢尻北小学校 

合唱部 
奨励 

奥州市立胆沢中学校 

３年 髙橋 陽 
奨励 

北上市立北上中学校 

３年 八重樫 仁歩 
奨励 

岩手Ｕ-15ホッケークラブ 

男子 
奨励 

北上市立上野中学校 

吹奏楽部 
奨励 

紫波町立紫波第三中学校 

総合文化部 
奨励 

滝沢市立滝沢第二中学校 

科学技術部 松草 海音、坂下 渉 
奨励 

大槌町立吉里吉里中学校 奨励 

盛岡聴覚支援学校 高等部 

１年 平賀 大河 
奨励 

釜石祥雲支援学校 高等部 

１年 佐々木 亮 
奨励 

盛岡第一高等学校 

２年 丹野 正知 
奨励 

久慈高等学校 

２年 大道 空 
奨励 

盛岡聴覚支援学校 高等部 

２年 今野 桃果 
奨励 

盛岡青松支援学校 高等部 

２年 村上 直輝 
奨励 

福岡高等学校 

３年 久保田 蓮 
奨励 

前沢明峰支援学校 高等部 

３年 餘目 恒 
奨励 

盛岡峰南高等支援学校 

３年 熊谷 葵夏 
奨励 

盛岡視覚支援学校 高等部 

３年 阿部 玲菜 
奨励 

黒沢尻工業高等学校 

弓道部 
奨励 

盛岡第三高等学校 

文芸部 
奨励 

北上翔南高等学校 

鬼剣舞部 
奨励 


